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Bepi-Colombo による水星磁場観測の重要性と惑星科学への寄与

The importance of magnetic field measurement at Mercury by Bepi-Colombo spacecraft
and the contribution to the planetary science
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1974 年及び 1975 年に実施されたマリナー 10 の 2 度のフライバイ観測により、水星周辺には水星内部起源と考
えられる磁場が存在することが確かめられた。水星が小さいながらも磁気圏を形成していることは、当時の惑星
研究者の予測を覆す結果であった。水星のサイズでは、コアは太陽系の歴史の早い段階で冷却・固化してしまい、
磁場を生成・維持するダイナモ機構は働いていないであろうというのが定説だったからである。
マリナー 10 のデータから見積もられた水星の磁気モーメントの大きさは地球の磁気モーメントよりもおよそ

４桁小さく、極性は地球と同じである。地球の磁気双極子モーメントに比べて非常に小さいとはいえ、水星の固
有磁場の存在を説明することは、水星の内部構造と進化を理解するうえで極めて重要である。しかしながら、水
星の内部構造の議論ができるほどの精度の磁場データはいまだ取得されていない。
マリナー 10 の観測は限られた時間・領域のみなので、そのデータから水星内部の磁気モーメントを正確に求

めることは難しい。取得したデータのうちどの期間を使うか、磁気双極子モーメントの中心をどこにおくか、磁
気圏境界面電流や磁気圏尾部電流などによる外部起源の磁場をどのように仮定するかなどにより、算出される双
極子モーメントの大きさは幅広く変化し、高次の項 (四重極子以上) の比率やティルト角（双極子軸が自転軸と
なす角度）の結果も様々なものが出ている。内部起源の磁場と外部起源の磁場は同時に正確に決定する必要があ
り、そのためには数多くの軌道による磁場マッピングを行う必要がある。
Bepi-Colombo 計画は、日本とヨーロッパ各国で共同して２つのオービター（MMO と MPO）と１つのランダー（MSE）

を水星に送り、水星を包括的に観測するプロジェクトである。このプロジェクト全般において、磁場観測は間違
いなく最重要な観測項目のうちの一つである。現在日本とヨーロッパ双方の磁場観測に興味のある科学者でグルー
プを作り、Bepi-Colombo で磁場観測を行う話し合いを進めている。我々は Bepi-Colombo 全体での磁場観測の進
め方、共通する技術問題、メンバーの役割分担の検討、日本＝ヨーロッパ間の情報交流等を行っている。また、
水星の磁場環境を解明するという目標を達成するために十分な測定能力を持った磁力計の検討を行なっている。


